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１． は じ め に

内分泌攪乱化学物質については，科学的

には未解決な点が多く残されているものの

将来にわたって人の健康や生態系への影響

をもたらすおそれがあることから，環境保

全上重大な課題である。県においては，県

内の広域的な内分泌攪乱化学物質の環境濃

度を把握するため，平成 年度～ 年度12 14
の ケ年計画で県内の主要な河川，海域さ3
らに一部地下水等について実態調査を実施

することとなった。

今回は，平成 年度及び 年度に実施13 14
した実態調査について報告する。

２． 調 査 方 法

( )調査対象地点1
表 に平成 年度，表 に平成 年1 13 2 14

度の調査地点を示した。

、 ，平成 年度は河川 地点 海域 地点13 18 5
地下水 地点について，平成 年度は河10 14
川 地点，海域 地点，地下水 地点に11 8 10
ついて調査を行った。

( )調査対象物質2
環境省が公表した「内分泌攪乱化学物質

問 題 へ の 対 応 方 針 － 環 境 ﾎ ﾙ ﾓ ﾝ 戦 略 計

－ （以下「 」と略す）SPEED'98 SPEED'98」

に示す内分泌攪乱作用を有すると疑われる

化学物質を中心に調査を行った （表 ）。 3

( )検査方法3
表 に示す方法で行った。4

表１．調査対象地点（平成13年度）
調査地域 調 査 地 点 名

有明海流入河川 本明川 、神代川、土黒川 、有家川、有馬川＊ ＊

＊橘湾流入河川 千々石川
河川 大村湾流入河川 川棚川 、彼杵川、千綿川、江ノ串川＊

＊西彼地区河川 伊佐ノ浦川、多以良川、雪ノ浦川、神ノ浦川
＊ ＊松浦北松地区河川 龍尾川、志佐川、江迎川 、佐々川

＊有明海 小長井港
＊西彼海域 香焼西港

＊海域 橘湾 脇岬港
＊松浦北松海域 松浦沖
＊五島海域 青方港

地下水 西彼杵郡( )、大村市( )、北松浦郡( )、壱岐郡( )4 2 2 2
の地点は底質の調査地点。地下水の()内は地点数*
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表2．調査対象地点（平成14年度）
調査地域 調 査 地 点 名

河川 五島地区河川 大川原川、鰐川、一の川、福江川、中須川
対馬地区河川 佐護川、舟志川、仁田川、三根川、佐須川、瀬川

*1松浦北松海域 田平港、佐々港
*1五島海域 福江港
*1海域 対馬海域 厳原港
*2 *2 *2

橘湾 小浜港 、有喜港 、為石港
*2

有明海 多以良港
地下水 東彼杵郡( )、平戸市( )、松浦市( )、福江市( )、南松浦郡( )2 2 2 1 2

下県郡( )1
の地点は底質の調査地点。 の地点は底質のみの調査地点。*1 *2
地下水の()内は地点数

表３．調査対象物質
分 類 調 査 対 象 物 質

-n- -n- -n-ﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ、 、 、
ﾌﾞﾁﾙ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ﾍﾟﾝﾁﾙ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ﾍｷｼﾙ、ﾌﾀﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ ﾌﾞﾁﾙ、-n- -n- -n-
ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ-2- -2-

*ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ類 ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ2,4-
ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 ﾌﾞﾁﾙﾌｪｰﾙ、 ﾍﾟﾝﾁﾙﾌｪｰﾙ、 ﾍｷｼﾙﾌｪｰﾙ、 ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪｰﾙ、4-t- 4-n- 4-n- 4-n-

ｵｸﾁﾙﾌｪｰﾙ、 ｵｸﾁﾙﾌｪｰﾙ、ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ4-n- 4-t-
Aﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ

有機ｽｽﾞ化合物 ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ、ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ、ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ、ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ、ｼﾞｵｸﾁﾙｽｽﾞ
* *芳香族化合物 ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ、 ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ、 ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ、ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 、ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝo- m- p-

、 、 、 、 、 、 、有機塩素系 α β γ δ ｱﾙﾄﾞﾘﾝ ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ-HCH -HCH -HCH -HCH HCB
p,p-DDT o,p-DDT p,p-DDE o,p-DDE p,p-DDD o,p-DDD化合物 農薬等 、 、 、 、 、（ ）
ｼｽ ｸﾛﾙﾃﾞﾝ、ﾄﾗﾝｽ ｸﾛﾙﾃﾞﾝ、ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ、ｼｽ ﾉﾅｸﾛﾙ、ﾄﾗﾝｽ ﾉﾅｸﾛﾙ- - - -

*
その他 ﾏﾗﾁｵﾝ、 、ｱﾐﾄﾛｰﾙPCB
は平成 年度のみ調査* 14

表４．検査方法
分 類 調 査 方 法

SPC GCMSﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類 （水質）ﾍｷｻﾝ抽出( ﾌﾗｽｺ使用）→
PR GCMS（底質）ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ抽出→ﾍｷｻﾝ再抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →

ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ類 （水質）酸性下でｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ抽出→ｴﾁﾙ化（ｼﾞｴﾁﾙ硫酸）→ﾍｷｻﾝ抽
PR GCMSｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 出→ ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ （底質）ﾒﾀﾉｰﾙ抽出→ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ再抽出→ｴﾁﾙ化（ｼﾞｴﾁﾙ硫酸）→ﾍｷA
PR GCMSｻﾝ抽→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →

NaBEt4 PR GCMS有機ｽｽﾞ化合物 （水質）誘導体化（ ）→ﾍｷｻﾝ抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →
1MHCl MeOH: =1:1 NaBEt4（底質） ･ 酢酸ｴﾁﾙ で抽出→誘導体化（

PR GCMS→ﾍｷｻﾝ抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →
PR GCMS芳香族化合物 （水質）ﾍｷｻﾝ抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →

PR GCMS（底質）水蒸気蒸留→ﾍｷｻﾝ抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →
PR GCMS有機塩素系 （水質）ﾍｷｻﾝ抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ →

化合物 農薬等 （底質）ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ抽出→ﾍｷｻﾝ再抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ （ｽﾍﾟﾙｸﾘﾝ（ ） PR
ENVI-Carb GCMSﾏﾗﾁｵﾝ、ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁ ）→

ﾚﾝ
PCB PR+ ECD-GC（底質）ｱﾙｶﾘ分解→ﾍｷｻﾝ抽出→ﾌﾛﾘｼﾞﾙ ﾜｺｰｹﾞﾙ→
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３． 調 査 結 果

に示された内分泌攪乱作用をSPEED'98
有すると疑われる化学物質について，平成

年度及び 年度の調査結果をまとめた13 14
ものを表 に示した。なお，平成 年度5 13
の調査結果は平成 年度当所業績集 に，13 *1

平成 年度の調査結果は表 に示した。14 6
水質ではﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ が ﾄﾘﾌﾞA 0.025 g/Lμ ，

。 ，ﾁﾙｽｽﾞが 検出された 底質では0.004 g/Lμ
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ﾌﾞﾁﾙが ～ ･ ，ﾌﾀﾙ-n- 12 110 g/kg dryμ

酸ｼﾞ ｴﾁﾙﾍｷｼﾙが ～ ･ ，ﾌﾀ-2- 120 860 g/kg dryμ

ﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ ﾌﾞﾁﾙが ･ 、 ｵｸﾁﾙ-n- 12 g/kg dry 4-t-μ

17 g/kg dry A 5.5ﾌｪﾉｰﾙが ･ ，ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ がμ

18 g/kg dry 1.0 33～ ･ ，ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞが ～μ

･ ，ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞが ～ ･μ μg/kg dry 0.75 10 g/kg
， が ～ ･ 検出されdry PCB 4.1 14 g/kg dryμ

た。これらの値は，平成 年度の環境省13
の実態調査の検出範囲内であった。

検出率で見てみると，底質でのﾌﾀﾙ酸ｼﾞ

ﾍﾁﾙﾍｷｼﾙが ，ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞが ，ﾄ-2- 57.9% 68.4%

。 ，ﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞが と検出率が高った なお52.6%
検出率の高った物質は平成 年度の環境13
省の実態調査でも高く，ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ﾍﾁﾙﾍｷ-2-
ｼﾙが ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞが ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ81.3% 68.8%， ，

が であった。39.6%

４． ま と め

平成 年度及び 年度の県内の内分13 14
泌 攪 乱 化 学 物 質 実 態 調 査 に お い て

に示された内分泌攪乱作用を有SPEED'98
すると疑われる化学物質は，水質よりﾋﾞｽﾌ

ｪﾉｰﾙ 及び有機ｽｽﾞ化合物 物質，底質よA 1
、 ，りﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類 物質 ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 物質3 1

有機ｽｽﾞ化合物 物質及び が検出した2 PCB
が，その値は平成 年度の環境省の実態13
調査の検出範囲内であった。内分泌攪乱化

学物質問題については，科学的には不明な

点が多い状況にあり，また，様々な情報が

氾濫しいる。今後益々，的確な情報収集と

情報提供が必要と考える。

表５．調査結果まとめ

平成 年度環境省実態調査13
検出濃度範囲 検出数 検体数 最大値 検出数 検体数分類 検出物質 / /

(検出率) (検出率)

A 0.025 1/53 0.56 86/171ﾋﾞｽﾉﾌｪｰﾙ
水質 ( ) ( )1.9% 50.3%

0.004 1/53 0.019 12/171ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ
( ) ( )1.9% 7.0%

-n- 12 110 2/19 160 13/48ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ﾌﾞﾁﾙ ～
( ) ( )10.5% 27.1%

-2- 120 860 11/19 4300 39/48ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ ～
( ) ( )57.9% 81.3%

-n- 12 1/19 32 7/48ﾌﾀﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ ﾌﾞﾁﾙ
( ) ( )5.3% 14.6%

4-t- 17 1/19 46 25/48ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ
底質 ( ) ( )5.3% 52.1%

A 5.5 18 3/19 120 24/48ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ ～
( ) ( )15.8% 50.0%

1.0 33 13/19 120 33/48ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ ～
( ) ( )68.4% 68.8%

0.75 10 10/19 18 19/48ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ ～
( ) ( )52.6% 39.6%

PCB 4.1 14 6/19 730 47/48～
( ) ( )31.6% 97.9%

単位：水質（ 、底質（ ･ ）μ μg/L g/kg dry）
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表6．平成14年度内分泌攪乱化学物質実態調査結果
１．河川（水質） 単位:μg/L

分類 調査対象物質 検出限界 大川原川 鰐川 一の川 福江川 中須川 佐護川 舟志川 仁田川 三根川 佐須川 瀬川
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｲｿﾌﾞﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍﾟﾝﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ-n-ﾌﾞﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1
2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02
4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
4-n-ﾍﾟﾝﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
4-n-ﾍｷｼﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 4-n-ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025
ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003
ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

有機ｽｽﾞ化合物 ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003
ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001
ｼﾞｵｸﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003
o-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
m-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

芳香族化合物 p-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
α-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
β-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
γ-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
δ-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ＨＣＢ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

有機塩素化合物 p,p-DDT 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
（農薬等） o,p-DDT 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

p,p-DDE 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
o,p-DDE 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
p,p-DDD 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
o,p-DDD 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｼｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾄﾗﾝｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｼｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾄﾗﾝｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾏﾗﾁｵﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｱﾐﾄﾛｰﾙ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1
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五　島　地　区　河　川 対　馬　地　区　河　川

ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ類



2．海域（水質） 単位:μg/L

五島海域 対馬海域

分類 調査対象物質 検出限界 田平港 佐々港 福江港 厳原港
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｲｿﾌﾞﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 1 <1 <1 <1 <1

ﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍﾟﾝﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ-n-ﾌﾞﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 1 <1 <1 <1 <1
2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02
4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
4-n-ﾍﾟﾝﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 4-n-ﾍｷｼﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
4-n-ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025
ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.004
ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

有機ｽｽﾞ化合物 ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.004
ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001
ｼﾞｵｸﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003
o-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
m-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

芳香族化合物 p-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
α-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
β-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
γ-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
δ-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ＨＣＢ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

有機塩素化合物 p,p-DDT 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
（農薬等） o,p-DDT 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

p,p-DDE 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
o,p-DDE 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
p,p-DDD 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
o,p-DDD 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｼｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾄﾗﾝｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｼｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾄﾗﾝｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾏﾗﾁｵﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｱﾐﾄﾛｰﾙ 1 <1 <1 <1 <1

松浦北松海域

ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ類
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3.海域（底質） 単位: μg/kg・dry

分類 調査対象物質 検出限界 佐々港 福江港 厳原港 有喜港 為石港 小浜港 多以良港
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｲｿﾌﾞﾁﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 100 <100 <100 <100 <100 <100 <100 <100

ﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍﾟﾝﾁﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍｷｼﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ﾌﾀﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ-n-ﾌﾞﾁﾙ 10 <10 12 <10 <10 <10 <10 <10
ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 100 270 570 190 <100 350 <100 <100
2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5
ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5
4-n-ﾍﾟﾝﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 4-n-ﾍｷｼﾙﾌｪﾉｰﾙ 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5
4-n-ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5
4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 5 17 <5 <5 <5 <5 <5 <5
ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50
ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 5 7.8 <5 <5 <5 <5 <5 <5
ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 1 19 28 32 12 33 17 1.0
ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.5 3.0 6.8 1.7 1.3 6.0 <0.5 <0.5
ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 1 9.1 30 27 7.0 26 10 1.0
ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.5 2.0 8.1 1.2 <0.5 3.0 <0.5 <0.5
o-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1
m-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

芳香族化合物 p-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1
ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1
ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝ 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5
PCB 4 4.1 13 14 <4 <4 <4 <4
α-ＨＣＨ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
β-ＨＣＨ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
γ-ＨＣＨ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
δ-ＨＣＨ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ＨＣＢ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 20 <20 <20 <20 <20 <20 <20 <20

有機塩素化合物 p,p-DDT 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5
（農薬等） o,p-DDT 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5

p,p-DDE 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5
o,p-DDE 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5
p,p-DDD 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5
o,p-DDD 5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5
ｼｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ﾄﾗﾝｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ｼｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ﾄﾗﾝｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10
ﾏﾗﾁｵﾝ 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10

ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ類

有機ｽｽﾞ化合物
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4．地下水（水質） 単位:μg/L

分類 調査対象物質 検出限界 東彼１ 東彼２ 平戸市１ 平戸市２ 松浦市１ 松浦市２ 福江市 南松浦郡１ 南松浦郡２ 下県郡
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｲｿﾌﾞﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍﾟﾝﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ-n-ﾌﾞﾁﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1
2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02
4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
4-n-ﾍﾟﾝﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 4-n-ﾍｷｼﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
4-n-ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025
ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003
ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

有機ｽｽﾞ化合物 ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003
ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001
ｼﾞｵｸﾁﾙｽｽﾞ 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003
o-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
m-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

芳香族化合物 p-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
α-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
β-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
γ-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
δ-ＨＣＨ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ＨＣＢ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

有機塩素化合物 p,p-DDT 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
（農薬等） o,p-DDT 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

p,p-DDE 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
o,p-DDE 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
p,p-DDD 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
o,p-DDD 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｼｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾄﾗﾝｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｼｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾄﾗﾝｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ﾏﾗﾁｵﾝ 0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
ｱﾐﾄﾛｰﾙ 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1
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